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日立評論 第49巻第2号 305

日立高圧真空配電箱(V.マグス)

電動力応用の規模の増大と近代化に伴い,受配電設備は次第に大

容量化し,高圧電動機の使用も増加して,信頼性が高く,集中制御

に便利な高圧配電箱が強く要望される｡日立高圧真空配電箱は,こ

れらの要求を沸すため,新たに開発された高性能,長寿命の高圧真

空接触器(ハイパックコンタクタ),多年の実績をもつH.マグスの長

所を生かして完成されたもので,主として高圧電動機の起動運転,

進相用コンデンサの開閉用あるいは電気炉運転用として使用される

が,変圧器負荷にもそのまま適用することができる｡

性能はJEM-1097｢交流配電箱+に準拠しており,きわめて小形

軽量である｡図1に示すように基台をつけた単独設置形を標準とし

ているが,図2のように多段漬して,高圧グループスタータを構成

することも可能で,据付面積の節減とともに,集中制御に最適で

ある｡

1.特 長

(1)高性台已 長寿命

定格電流遮断,短絡遮断性能がすぐれているだけでなく,変圧

器や巻線形誘導電動機の励磁小電流の遮断に際しても,開閉過電

圧がきわめて小さく,しかも長寿命である｡

(2)小 形 軽 量

主体となる高圧真空接触器がきわめて小形軽量であり,また遮

断時のアークおよびガス噴出がないためコンパクトにまとめられ

ている｡

(3)保守手入れが不要

高圧真空接触器は,接触部分が真空バルブ内に密封されてお

り,保守,手入れが不要で,その操作機構も前面に配置され,ま

た他の器具類もドア裏面に取付けてあるため,保守点検が容易

である｡

く､P
勺l

A 】

†

喜芸

Uつ

r

匡】

く⊃

U⊃

◎ ◎

や:‾
m

l

l
14.5ノバ∴(4

川汁川‖

41

･サ

r!一芸3呂1-

◎ ◎ 卿宇

く>

1
＼
iミ州■片

5｡5__j
85■

122

図3 高圧真空配電箱寸法図
SD-GVP12形3.3kV200A

蓑1 高圧真空配電指標準仕様

図1 高圧真空配電箱(Ⅴ.マグス)
SD-GVP12形3.3kV200A

(4)直接および遠方操作可能

ケースに付属された2点押ボタン

スイッチによって直接操作が,また

外部設置の操作開閉器によって遠方

操作ができ,またインターロック接

点を外部に引出せるようにしてある

図2 4段横

高圧真空配電箱

ので,連動および自動運転などにも利用できる｡

(5)互換性に富み,集中制御が可能

高さ2,300mm内に4段積とし,またこれを列盤構成としてグ

ループスタータとすることも可能であるので経済的に設備するこ

とができる｡

2.仕 様

おもな仕様は表lに示すとおりである｡

3.寸 法

図3に高圧真空配電箱の単独設置の場合の寸法を,図4に4段石

高圧真空配電箱の寸法を示す｡

(日立製作所電機事業部)
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306 日立評論 第49巻第2号

日 立配電線選択再閉路装置

配電用変電所では,無人化をほかり,かつ配電線事故時の停電時

間を極力短縮するため自動再閉路を行ない,すみやかにもとの状態

に復旧させることが必要である｡図1のような構成の配電線におい

て,従来ほ各配電線ごとに一台の再閉路継電器を使用していたが,

これら多数の配電線に同時に事故が発生する機会ほ少ないと考えら

れるので,再閉路装置を1組として,これを各回線に切換えて使用

することが有利である｡本配電線選択再閉路装置ほこの目的に適用

するものである｡

1.動 作

本装置は選択回路と再閉路回路からなり,図1に示すような原理

に基づいて動作する｡

(1)選 択 回 路

配電線に事故が発生すると保護リレーが動作して,遮断器を自

動遮断したことを記憶する.⊃ この記憶ほその回線が選択され一連

の再閉路動作が完了するまで続けられる.｡同時に多数回線に事故

が発生したときは,あらかじめ定められた順位に従ってまず順位

の高い回線の選択を行ない再閉路完了後.つぎの順位の回線が選

択されて,再閉路動作を行なう｡

(2)再閉路回路

回線が選択されると再閉路回路が起動する｡まず時限Tl(二30へ

60s)を経過して第1回の再閉路を行なう= 第1回再閉路後ひき

つづき時限T2(60～120s)の間に保護リレーの動作により再遮断

がなければ(再閉路成功)そのまま選択を復帰するが,リレー動作

した場合はこれを記憶しておき,T2(60～120s)後第2回の再閉

路を行なう｡この場合にほ,さらに時限T∃(30～60s)をとり,二

の間に再々遮断がないことを確認して選択復帰する｡すなわち時

限T2の間にリレー遮断Lたときほ,事故区間以遠が自動区分開

閉器で分離される(部分送電)｡また再閉路直後再遮断したとき,

および部分送電後,確認時限T3(30～60s)内にリレー遮断したと

き(再閉路失敗)ほ,以後の動作をロックし選択復帰する｡選択復

帰すれば次の選択再閉路ほ可能となる一〕

2.装置 の 構成

本装置は図2のように′ト形にまとめられ,保守,点検が容易なよ

うにプラグイン構造となっている｡おもな仕様ほ表1に示すとおり

である｡

⊥′
配宅

長叫
FIF2F3F4F5F占

3.特 長

(1)シリコントランジスタを用いた限時回路と高信板度の通信

形補助リンーを使用しているため,信板度が高く動作が安

定である｡

(2)第1回再閉路で事故再発しないときほ第2回再閉路時間

T2を経ず,また再閉路直後に事故再発したときほ確認時間

T8の限時を短縮することにより,ただちに選択復帰するの

で不必要に長時間装置を専用し他回線の再閉路動作を遅ら

せることほないっ

(3)本装置が再閉路を実施した場合,再閉路後の事故回線の状

況を明白にするため,再閉路成功,部分送電,再閉路失敗

の表示をおこなわせることができる.⊃

(4)表面寸法は500(幅)×170(高さ1mmで小形のため.配電

盤の縮′j､化が容易である｡

(日立製作所電株事業部)

表1 仕 様

形 式

定 格

再 閉 路 方 式

SAPlOl

DCllOV

2 回再閉路方式

再 閉 路 時 間 第1回 30-40-50-60s可変

第2回 第1回再閉路実施後

60-80-100【120s可変

確 認 第2回再閉路実施後

30-40-50-60s 可変

回 線 数 最 大 6 回 線

耐 圧 AC2,000V,1タ} 間

図2 配電線選択再閉路装置
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日立評論第49巻第2号 307

交通需要に応じて自動調整するエレベータ用ドア管理制御

(Tra伍c Follow Door Control)

自動エレベータの電動ドアは目的階に到着後一定時間(4～6秒)待

機して,乗客の出入時間とする方式が古くから採用されている｡こ

の方式は交通需要の割合に少ないビルに好適な制御方式で,現在で

も一般の中小ビル向けとして広く応用されている｡しかし最近の大

事務所ビルなどの近代ビルでは交通需要の増加にともなってエレベ

ータ群全体の総合的運転能率を高め,輸送力強化とサービス向上を

促進することが特に必要である｡

今回,日立製作所が開発した新しい電動ドアの管理制御方式は乗

客の出入をたえず監視し,最初の乗った時点を基′亡ミとしてドア開き

時間を変え待機時間を自動的に調整するものであるれ さらにホー

′レ呼びには乗客が乗り終わると同時にドアをしめて出発するよう指

令されるほか,呼びのひん度,乗客の出入状態,ピノし全体の交通需

要の変化に応じて出発指令を調整するものである⊂ このようにして

エレベータ群の運転状態をたえず管理し,無益な待機時問を少な

くし,有棟的な出発管理を行ない全自動群管理の効果を積極的に推

進する目立独特の電動ドア制御方式である｡

1.特 長

(1)ビ/レ全体の交通需要の変化にともなってドア開き時間が自

動的に調整される｡

(2)交通需要が増加すると,待機時間を短縮して出発促進をは

かり乗客の東り込み方を管理しながら一周時間を短くする

とともに運転能率の向上をはかる｡その結果,全台のエレ

ベータは全階に等間隔で配置され,各階の待客に均等な待

時間でサービスするよう有機的に管理される｡夜間時など

の交通需要の少ないときは各階での待時間も長くしホー′レ

の便乗客の便宜をほかる｡

(3)ある階での出入客が多く,たとえ出入中に待機時間を経過

しても出入が終わるまで自動的に待機時間が延長されるの

で安心して乗降できる｡

(4)万一,ドアがしまりはじめてもドアの先端にはェレクトロ･

ドア･セーフティが設けてあるので図1に示すようにドア

は乗客の体に触れないうちに迅速に反転するので安心して

乗降できる｡

(5)待機時間が15秒を過ぎると警報を発し出入客に注意をう

ながし出発促進をはかる｡

2.動 作

図2はドアしめ指令用タイマーの動作曲線を示したものである｡

このタイマーは内部CRタイム･コンスタントを変えることによ

り,5秒計測と3秒計測の動作が可能である｡次に具体的にビル全

体の交通需要が比較的すいている状態と出勤時のように混雑してい

るときの状態について説明する｡

ビル全体の交通需要が比較的すいている状態ではドアしめ指令用

タイマーは5秒間計測の動作をする｡したがって最初の乗客の余裕

時間を5秒に指令し5秒間乗客の出入がなければドアしめ指令を発

する｡このとき計測の途中で乗客の出入があると最初の乗客の出入

を基点として,ドア開き時間は短縮される｡たとえば図2において

ドアが開いてtl秒彼のA点で最初の乗客の出入があるとA点より

タイマーは3秒計測動作に移行して囲の一点鎖線の動作曲線をた

どりt2秒後にドアしめ指令を発する｡このときのドア開き時間は

(tl＋t2)秒となる｡この(tl＋tヱ)秒は最初の乗客の出入した時点によ

りたえず変化する時間である｡ドア開きと同時に乗客の出入があれ

ばタイマーは3秒後にドアしめ指令を発し,ドア開き後5秒後に乗

客の出入があると,乗客の出入が終わりしだいただちにドアしめ指

令を発する｡

次に,出退勤時のようにビル全体の交通需要が一時的に増加した

場合の例をあげると,ドアしめ指令用タイマーは最初から3秒計測

の動作に移行するよう自動的に指令されて,各停止階での待棟時間

が短くなり,平均一間時間を短縮して全体の運転能率の向上をはか

るものである(関連特許3件申請中)｡

(日立製作所車輌事業部)

図1 木刀式を採用Lた電動ドア
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308 日立評論 第49巻第2号

ブラザー工業株式会社納廃水回収処理装置

工業の発展が環境衛生と合理的な調和を保って行なわれることは

きわめて望ましいことであるが,これを如実に示すものとしてブラ

ザー工業株式会社刈谷工場納廃水回収処理装置をあげることができ

る｡この装置はすでに好調に運転中であるのでその一端をここに紹

介する｡

】.概 要

塗装工場より排出されるアルカリ廃水(pH9～10)に硫酸を注入

しpH7～8に調節する｡次いで凝集剤として硫酸アルミニウムを

20～30ppm,ならびに有模擬集補助剤を2～3ppm添加し十分に混

合かくはんする｡フロック形成槽にて緩速かくはんを行ないながら

フロックを生長させ水中の懸濁物質を十分に凝集させる｡沈殿他に

て分離された上澄水をさらに重力式の砂ろ過機にてろ過し,塩素滅

菌したのち工場内の塗装用水として再使用する｡原水中に含まオLる

油分は沈殿池内に設置されたオイルスキマーによりかき集められ,

油分離槽にて分離する｡また沈殿地底部に沈積した汚泥は連続的に

かき集められ,汚泥濃縮槽内にて濃縮したのちフィルタプレスによ

り脱水されケーキ状として廃棄される｡

2.仕 様

(1)処 理 水 量

(2)処理水保証水質

1,000m3/day

pH:5.8～8.6

濁 度:10度以下

浮遊物:30ppm以下

COD:100ppm以下

油脂分:10ppm以下

3.特 長

(1)フラッシュミキサ,フロキュレ一夕,沈殿軋 ろ過機が合

理的に組み合わせられている｡

(2)ろ過横道洗水中の汚泥も枚械脱水により脱水され汚

水の流出がない｡

(3)硫酸注入による中和操作はPID操作による全自動

調節方式である｡

目下好調に運転中であり公害防止と用水費の節約との一石

二鳥の働きをしている｡

(日立製作所榛械事業部)
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日立評論 第49巻第2号 309

新形400Aフレーム日立ヒューズフリー遮断器

日立ヒューズフリー遮断器ほ日立製作所の長い経験と新しい研究

により製作したモールドケース気中遮断器で,JIS-C-8370配線用

遮断器に該当するものである｡.

近代的なビルや工場では,電気系統の集中制御を行なうた捌こ,

各種分電盤,制御盤が使用されているが,制御対象の増加に伴い,

一定容積の盤をできるだけ有効に使用したいため,配線用器具の小

形化が要求されてきた｡

日立製作所では,このすう勢に対処するため,ヒューズフリー遮

断器の小形化をおし進めてきたが,今回B-400Aフレーム,B-400

A-Gフレームに代わり遮断容量の格上げされた標準シリーズとし

てのC-400Aフレームと比較的電源容量の小さな場所に使用するS

シリーズの一貫としての400A-Sフレームとを完成し,量産を開始

した｡

1.特 長

(1)B-400A,B-400A-Gフレームiこ比べて,ケース取付面

積が69%と小形化されている｡

(2)速断容量が大きく,速断時間が短い､〕

(3)引ほずし装置は適当な揺動特性を持った熱動式と,瞬時引

はずしの電磁式を併用してあり,持続する過電流にも,短

絡時の過電流に対しても回路を完全(･こ保護できる｡.電磁引

はずし装置は可調整方式を採用している｡

(4)引はずし装置ほ操作ハンドルをONの位置に押えていても

安全確実に自動遮断ができるトリップフリー棟怯である｡

(5)遮断器がトリップした場合,事故の原田を除いて.リセッ

トすれば(ヒューズのように変換部品を必要とせず)再投入
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図1 C-400Aフレーム,400A-Sフレーム

日立ヒューズフリー遮断器寸法図

ができる｡

(6) どの1極に過電流が流れても全極を同時に遮断する共通引

はずし機構となっており,ヒューズを使用した場合に起き

る三相モートルの単相運転を完全に防止できるっ

(こ7)速入速断の開閉機構,焼結銀合金,強力な消弧装置の使用

により接点の消耗が少なく,寿命が長い｡

2.仕 様

C-400A.400A-Sフレームの仕様は表1に示すとおりてある｡

3.付 属 装 置

C-400A,400A-Sフレームには表2に示すような各種付属装置

が取り付けられる.｡

(口立製作所商品事業部)

図2 C-400Aフレーム日立ヒューズフリー遮断器
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表2 付属装置の取り付け可否
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310 日立評論 第49巻第2号

日立交流無接点開閉器(H】AC-STAT)

日立交流無接点開閉器はFLS(シリコン交流制御素子)を使用し

て入力信号の有無により交流回路の投入遮断を行なう無接触スイッ

チである｡FLSはFive Layer Switchの略で日立製作所の商品名

であり,一般にSSS(SiliconSymmetricalSwitch)と呼ばれる2端

子両方向導通性をもった交流用半導体に制御用のゲート端子を付加

した半導体スイッチである｡したがって,1個でSCRを逆並列に

接続したと同じ働きをもち,いわば交流用のSCRといえる｡木器

は図lに示すように,まったく接点をもたないため無保守で半永久

的な寿命を持っているので,電磁弁,小形電動撥などを直接駆動す

ることができ,小形電磁接触器の代りに使用される｡したがって高

ひん度,高信頼性を有する重要な設備への適用,およぴすでに開発

されている無接点継電器と直結して無接点制御の出力素子としても

威力を発揮することができる｡

1.特 長

(1)可動部分がないため機械的摩耗,破損がなく,保守カ;ほと

んど不要である｡

高速,高ひん直に使用できる｡

寿命が長い｡

高速遮断ヒューズを備えているため短絡による素子の破損

がない｡

(5)小形軽量で消費電力が小さい｡

2.動 作 原 軍里

図2は動作原理図であるが,図において入力端子にDC-12Vを

加えると,点弓瓜パルス回路でパルスに変換し,パルストランスPT

をへてFLSのゲートに信号を送る｡この信号により,FLSは両方

向に導通し,負荷に交流電流が流れる｡入力端子の電圧がなくなる

とFLSのゲート信号がなくなり,負荷電流は次のサイクルから遮

断される｡.図2において,Cl,RはサージによるFLSの破損防止用

であり,C2はサージによる誤点弧防止用である｡

また万一負荷側が短絡した場合,ハイラップヒューズ(Hi-Rup

Fuse)が働き回路を遮断しFLSは確実に保護される｡

3.使用上の注意事項

(1)用途としては,容量性負荷を除きあらゆる交流負荷の開閉

に適用できる｡

たとえば,電磁弁,クラッチ,小形電動棟,一般電磁接

触器など｡

(2)主電源電圧の変動は±15%以内で使用可能｡.

(3)主電源電圧は110V以下であれば各種電圧に適

用できる｡

5

表1 標 準 仕 様

主 電 源 雷 圧

主 電 源 周 波 数

出 力 相 数

出力電流(40℃において)

入 力 信 号 電 圧

入 力 抵 抗

動 作 速 度

周 囲 温 度

AClOO/110V

50/60c/s

単 相

5A

DC-12V

2.4kn

lOO〃S以下

0～40℃

AClOO/110V

50/60c/s

三 相

5A

DC-12V

2.4kn

lOO/`S以下

0～40℃

J-

3

2

1

(
く
)
止
■
-
ぎ
雑
ぜ
瑠

(4)入力信号は,接点を介して電圧をかけるか,あるいは無接

点継電器の出力電圧を入力端子に印加すれば動作するが,

最小入力電圧がDC-8V以下にならないようにする｡

(5)周囲温度により許容電流が変化するので,図3の範囲で使

用すること｡

4.寸法および仕様

図4および表1は本器の外形寸法および標準仕様である｡

(日立製作所商品事業部)

図1 日立無接点開閉器の構造
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日立評論二第49巻第2号 311

関 西 電 力 株 式 会 社 本 店 納

給 電 情 報 装 置

給電情報装置は,主として遠隔操作台および録音再生装置架から

構成され,自動交換機に付加して,自動交換機加入者および一斉指

令装置収容の専用回線に対して,電力系統に関する給電,事故,気

象(台風,雷雨,など)などの時々刻々変化する情報を中央給電指令

所より,迅速に提供するもので,昼夜の区別なく.年間連続して使

用される.⊃

従来,この瞳のトーキー装置には,エン′ドレス方式が使用されてい

たが,今回,新たに開発した巻戻方式を採用し,録音操作が簡単にな

る,録音時間が任意である,種々の遠隔制御ができる,などの機能の

向上をほかった√コまたこの装置己･こより業務能率も一段と向上された二.

】.仕 様

1.1遠隔操作台

(1)構 造 2在席形で一斉指令操作盤を組込ふ可能

(2)操 作 回 路 2回路

(3)録音入力の種類(1回路当たり)

気象台回線 1

自動電話回線 2

扱者送受器 1

マイクロホン 1

ラジオ(内蔵) 1

(4)トーキー装置制御の種煩

録音,再生,巻戻.

1.2 録音再生装置架

(1)トーキー装置方式

(2)トーキー装置実装数

(3)回 路

(4)出力(1台当たり)

(5)録 音 時 間

(1)

2

3

4

(5)

早送,一時停IL

巻戻方式

2 台

全トランジスタ方式

最大120回線接続可能(OdBm/1回線)

3号テープにて最大5分間

7号テープにて最大30分間

2.機 能

すべて押ボタン電けんを使用しているため,操作か容易て

ある｡

録音時,自動的にサウンドモニタする｡

録音および再生時間を,数字表示管で表示する｡.

録音中,あらかじめ設定した録音時間を超過すると,警報

を発するとともに,テープを停止する｡

録音中,自動･気象台回線より着信があった場合,扱者ほ

録音をいったん停止して,その回線と通話し,再び録音を

継続することができる｡

(6)トーキー装置は,加入者および一斉指令装置からの起動に

より再生を開始し,再生情報が終了すると,巻戻信号を自

己検知して自動的に巻戻F),加入者が復旧するまで再生を

くり返えす｡

(7)巻戻中は,再生中の加入者に対し,オルゴールを演奏する.｡

(8)再生中の全加入者に対して,扱者は割込通話を行なった

後,強制切断することができる.｡

(9)操作台にて,トーキー装置の動作状態を監視することか

できる｡

(10) 2個のトーキー選択番引まワンタッチで2台のトーキー装

置のいずれにも接続,または開放でき,さらに接続回路を

囲1 遠 隔 操 作 台

図2

録音再生装置架

一方に統合することができる｡

3.操作の種別

遠隔操作台の各席から行なうことのできる,操作種別ほ次のとお

りである.｡

(1)自動電話(2回線),気象台回線と扱者との相互通話

(2) ラジオのモニタ

(3)扱者,マイク,ラジオ,自動電話回線,気象台回線の録音

(4)トーキー装置のモニタ

(5)(3),(4)以外の再生,一時停止などのトーキー装置の各

一95-

種遠隔制御

再生中の加入者への割込通話ならびに強制切断

トーキー装置とトーキー選択番号との接続

卜一キー選択番号の統合

一斉指令装置へのトーキー装置空表示送出

(日立製作所通信政事業部)



312 日立評論 第49巻第2号

押 しボタ ンダイ ヤル電話装置

従来の回転式ダイヤルに代わり電話機には数字対応のボタンを設

け,相手番号に応じて,このボタンを押すことにより相手を呼出す

押しボタンダイヤル電話装置を開発した｡

本装置ほボタンを押すことにより,それぞれ音声周波帯域内4披

からなる高低二つの周波数群から1波ずつ選んで,2波を組み合わ

せて送出する電話検,これらの信号を受信して直流信号に変換する

受信枚および,ダイヤルされた番号を蓄積し,必要ならば相手局交

換機で受信可能な直流イン/くルスに変換して送出するレジスタセソ

ダとで構成される｡本装置はAX-3S形クロスバ交換棟(PABX)の

付加装置として設計製作されたものである｡

押しボタンダイヤル方式は以下に述べるように種々の特長があ

り,将来の電話の主流をなすものとして期待されている｡

1.特 長

(1)ダイヤル操作は相手番号に一己じて数字ボタンを押すだけで

よいから操作が簡単であり,かつダイヤル時間も回転ダイ

ヤルに比べて著しく短縮できるのでスピード時代の感覚に

もマッチしている｡

(2) ダイヤル開始から相手接続までの時間は内線相互接続につ

いてはもちろん短縮されるが,相手局に対してダイヤルイ

ンパルスを送出する場合についてもセソダを用いて,相手

局に対して最短ポーズでインパルスを遠出できるため,回

転ダイヤルの場合に比較して一般的に短時間ですむ｡

(3)本装置は既設の交換棟にも付加可能であり,押しボタン電

話機を増設して,従来の回転ダイヤル電話楼と混在させる

こともできる｡

(.4)電話機のボタンを増加すれば,16通りの信号がとりだせる

ので,数字情報のほかに6種頸の新しい情報が利用できる｡

将来これらの情報を利用して,交換機に新しい機能をもた

せることが期待できる｡

(5)音声周波帯域内の信号を利用しているので,加入者相互間

で直接信号の送受を行なうことができる｡したがって押し

ボタン電話機を使って簡単なデータの送受,遠隔制御など

を実現する可能性がある｡

2.仕 様

(1)押しボタンダイヤル電話機(図1)

(a)発振周波数,表1に示す｡

(b)発振周波数偏差,±1.5%以下

(線路抵抗0～1,500n,

(c)発振出力

低 群 -3.5dBm

高 群 -0.5dBm

(d)ビルドアップタイム

(2)押しボタンダイヤル受信機

交換機電源48V±10%)

±2dB

±2dB

7mS以内

(a)入力信号周波数 表1に示す｡

(b)入力信号周波数偏差 ±2.2%以下

(c)入力信号レベル

低 群 -1～-20dB皿

高 群 十2～-20dBm

(d)入力信号レベル差 10dB以下

(e)入力信号継続時間(2波が同時に存在している時間)

40mS以上

図1 押しボタンダイヤル電話機

図2 押しボタンダイヤルレジスタセソダ架

表1 押しボタンダイヤル周波数配列

高 群

低 群
1,209c/s11,336c/s11,477c/s 1,633c/s

697c/s

770c/s

852c/s

941c/s

空自欄ほ予備の信号である

(f) ミニマムポーズ 40皿S

(3)押しボタンダイヤルレジスタセンダ(図2)

(a)蓄積数字 最大11数字,内線3数字または4数字

(b)リセットコール 共通制御装置の指示により可能

(c)送出インパルス速度 10±1pps

(d)送出インパルスメーク比 33±3%

(e)送出インパルスミニマムポーズ 600～1,000mS

(日立製作所通信検事業部)
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日立評論 第49巻第2号 313

日立静止形テレメータ装置

電力事業,水道事業そのほか各種化学工業の発達に伴い,テレメ

ータ装置は制御装置の一環として広く用いられるようになってき

た｡そのため,装置の小形化をはじめ,高性能,高信短度,保守の

簡便さが要求されるようになった｡本装置はこれらの要求を満足す

るようソリッドステート化された静山形テレメータ装置である｡

テレメーク方式は誘導雑音が少なく比較的近距離伝送に適した直

流伝送方式と,遠距離伝送,多重伝送に適した搬送方式に大別され

る｡前者の送量器としてTD6.形送量器,後者としてTES61形送最

器があり,いずれも電圧平衡方式で,一一次変換器からの各種電気

量,工業量に対応した直流電圧を伝送に適した信号に変換するもの

である｡

‾一次変換器頼も完全静止形が準術されているが,特に電力の変換

器としては,応答速度のきわめて速いホールコンバータが準備され

ている｡

また制御用受量指示計として,TS61形(mV入力)とTPS61形

(術流波入力)の2種がある｡いずれも自動平衡機構を備えた指示引

で,出力スライド抵抗3連,上下限警報接点振り切れ警報,ヒュ

ーズ断警報接点などを内蔵しノ,各種制御装置の一項として利用さ

れる｡

(1)TD61形送呈器

直送式テレメータの送量側にあって,一次変換器からの被測定

量に比例した直流電圧を伝送に適した直流電流に変換する機器

で,この直流電流により受量例の計器を動作させるものである｡

長距離連絡線に接続されるので出力側耐圧は特にAC2,000V

が必要となり,入出力絶縁を行なわねばならない｡その方法とし

て帰還回路に直交変換器および絶縁トランスを設け,出力直流電

流をい′つた人交流に変換し,人力直流電圧とつき･合わせを行なう

独特の方式を採用している｡

負荷航抗3knまでは負荷の影響をうけず,連絡線の抵抗が温

度によって変化しても安定した伝送を行なうことができる｡

また被測定量が多数ある場合に帰線を共通にできるので,たと

えば被測定量がn量あれば連絡線ほ(n十1)本で済みきわめて経

済的である｡

(2)TES61形送量器

搬送式テレメータの送量側にあって一次変換器からの被測定量

に比例した直流電圧を衝流波に変換する機器で,この衝流波によ

り搬送波を変調して電力線,通信線などを介して伝送する｡

衝流発生回路は温度係数の小さいものとし,帰還ループ外に出

し,帰還回路の構成を簡略化してある｡

最低入力と最高入力に相当する電圧を発生する電源回路を内蔵

しているので,切換スイッチにより機器の動作確認が簡単にで

きる｡

表1 送量器標準仕様

梗概

日H項
TD61形

拡
淋
･
刀
力
力

電
電

作
費

招
じ
消
入
山
H

度
圧
抗
法
量

耐
抵

側
源

力
号

精
出
信
寸
電

ACl00Ⅴ(またほAC24V)

約4W

DCO一-30mV

DCO～21nA

(負荷抵抗0～3k山)

±0.5%

AC2,000V l分間

500Q以 下
200(幅)×115(高さ)×210(奥
行)mm
約3.5kg

TES61形

DC24V

約3.5W

DC O～30mV

12～24c/sまたは20～30c/s

600n負荷にてマーク:-4V
以下-10V以_lニ ス･､こ-一ス:

-0.25V以上
±0.5%

500∫l以下

200(幅)×115摘さ)×210(奥
行)mm
約3.5kg

岡1 ′Ⅰ､D" 形,i､軍 旨 器

図2 TESGl形送貴著芹

阿3 TSt;1形,TPS61形受量指示計

(3)TS61形,TPS.‖形指示計

広く採用されている電位差計式の自動平衡機構により,伝送さ

れた被測定量を指示する棟器である｡特にTPS61形の場合には,

搬送装置よりの衝流波が入力となるので,トランジスタ,飽和ト

ランスより成る周波計回路を内蔵し,いったん直流電圧に変換し

ている｡

(日立製作所計測許事業部)

様仕準標計一小指2怒ハ

碕‥ 仕 様

操 作 電 源

入 ノJ

指 示 角 度

出 ノJ ス ラ イ l

警 報 横

縞 度

応 答 通 性

寸 法

菟 量

ー97-

AClOO/110V50/60c/s約25VA

l)C O～50mV(TS61形)

12､24c/sまたは20～訓c/s衝流波(TPS61形)
て-ク:-2.5V以下-10V以上ニ ッ､･ミ･-7､ニ

ー0.25V
以上

270度

3本100土l±1%

上卜限各1設定精度±2%

指示±1% スライド出力±1%

3秒以下(指針が90%の点を通過する時間)

200(幅)×229(高さ)×260(奥行)mm

約 8kg
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日立たるみ付市内CCP-SSケーブル

日立電線株式会社では日本電信電話公社の要請に応じて,たるみ

付市内CCP-SSケーブルを開発,実用化に成功した｡

日本電信電話公社では市内配線用ケーブルとして従来の紙絶縁鉛

被ケーブルから,全心色別したポリエチレン絶縁ポリエチレンシー

スヒョウタン形の構造をもつ市内CCP-SSケーブルに全面的に切

り換えつつあるが,市内配線用ケーブルとして必須の中間分肢接続

作業時においてつり線の架設張力による伸びその他のために,接続

端子箱内でのケーブル心線に長さ方向の余裕がなく必要心線を取り

出しにくい欠点があった｡この対策として日本電信電話公社からケ

ーブル心線に長さ方向の余裕をもたせた自己支持形ケーブルの開発

を電線メーカーに依捺されていたが,日立電線株式会社がこれに応

じて開発,提案していたユニット反転より方式による｢たるみ付市

内CCP-SSケーブル_】が検討の結果最もすぐれていることがわか

り,この形式のケーブルが正式に採用された｡商用試験の結果,仕

2945号2版として制定され,現在大量生産に入っている｡

ユニット反転よりによるたるみ付ケーブルは,従来のケーブルの

集合より合わせの概念を打破した新しい方式で,アメリカ･ベルシ

ステムにおけるケーブル心を波形に成形したUndulated
Core Self-

SupportingCableと同一の目的に対する製品であるが,ケーブル

外径がほとんど増大することがないので経済性の点で特にすぐ

れている｡

1.構 造

市内CCPケーブルにおいては表1に示すような全心色別による

ポリエチレン絶縁心線をカッドよりし,5カッド(10対)ごとにユニ

ットを構成し,各ユニット上には色別プラスチックテープの粗巻を

施してユニットの識別ができるようにしてある｡

ユニット反転より方式とは上記の10対ユニットの所要数を集め

てより合わせるに際して,普通のケーブルのように常により合わせ

方向が一定ではなくケーブルの長さ方向でより合わせ方向を左右に

反転させることにより,ケーブル心に余裕を与えたものである｡

図lから明らかなようにケーブル心はそのよりをほぐすことによ

り,多大の余裕ができ,必要心線のみを簡単に取り出すことができ

るので,中間分岐接続も容易になるものである｡

2.特 性

市内CCfしSSケーブルの｢たるみ量+については,表2に示すよ

うなすぐれた特性を持っている｡

｢たるみ量+の測定は約3mの試料で,つり線に架設時と同程度

の張力を加え,中央部でポリエチレンシースを40cmはぎ取り,ユ

ニットのよりをほぐして中央部のユニットを1ユニット1kgの力

でケーブルと直角方向に引張ってその間隔または変位量を測定

する｡

ユニット反転よりをほぐして,たるみを取り出した状況は図2に

示すとおりであり,図からわかるように十分な余裕が得られている｡

3.特 長

(1)全心線に着色してあり,使いやすい｡

心線,カッド,ユニットの識別が色により完全に区別できるの

で,誤接続をする心配がなく,また接続時に線番対照が不要であ

るのできわめて使いやすい｡

(2)軽量であり,耐候性,耐水性にすぐれている｡

絶縁体,シースともに特性のよいポリエチレンを使用している

図1 たるみ付市内CCP-SSケーブルのケーブ′し心

図2 たるみ付市内CCP-SSケーブルの心線取出L状況

表1 市内CCP-SSケーブルのカッド色別

心線

カッドNo.

第1種心緒l第2種心線l第3種心線l第4種心線

青
黄
緑
小
亦
紫

自
白
人
H
自

白

茶
茶
茶
茶
茶

黒
崇
果
無
崇

表2 市内CCP-SSケーブルのたるみ量

項 目 l単位l 規 格 値 備 考

30,50対および100,

200対の中心層の任意

のユニット間隔

100,200対の中心層以

外の層の変位量

mm

mm

15 以 +二

10 以 上

つり線に+F記張力を

加えて測定する｡

7/1.6 300kg

7/2,0 500kg

ので,軽量であり,たわみ性,耐候性および耐水性にすぐれてい

る｡

(3)吸湿により特性が劣化しない｡

絶縁体,シースのみでなく,粗巻,上巻テープなどのケーブル

を構成している材料が全部プラスチック化しているので,吸掛こ

よる絶縁低下の懸念がない｡

(4)｢‾たるみ付+構造により中間分岐接続が容易である｡

架空用としてはつり線とケーブルをポリエチレンで一体化した

ヒョウタン形構造の自己支持形ケーブルを用いており,同時にケ

ーブル心としてユニット反転より方式によるr‾七るみ付+の構造

を用いている｡したがって接続端子箱内における心線取り出しが

容易であり,中間分岐接続が簡単にできる｡すなわち架設,接続

の施工が簡単にできるので,建設費,保守費の低減が可能である｡

(5)つり線の腐食のおそれがない｡

SSケーブルのつり線上には防湿混和物が塗布され,さらにポ

リエチレン被覆が施してあるので,たとえポリエチレン被覆が損

傷しても,水がつり線内部に進入せずさび,腐食などのおそれが

ない｡

(日立電線株式会社)
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